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第５学年＊組 理科学習指導案

指導者 教諭 土居 千春
H29研修センター長期研修

１ 単元名 流れる水のはたらき

２ 単元の目標
○ 地面を流れる水や川の流れの様子，川の上流と下流の川原の石の違い，増水による土地の変化などに興味
・関心をもち，流れる水と土地の変化の関係を調べようとする。 （自然事象への関心・意欲・態度）

○ 流れる水と土地の変化の関係について予想や仮説をもち，条件に着目して実験を計画し，実験で見いだし
たきまりを実際の川にあてはめて考察し，自分の考えを表現することができる。 （科学的な思考・表現）

○ 流れる水の速さや量の変化を調べる工夫をし，モデル実験の装置を操作し，計画的に実験をし，流れる水
と土地の変化の関係について調べ，その過程や結果を記録することができる。 （観察・実験の技能）

○ 流れる水には，土地を侵食したり，石や土などを運搬したり堆積させたりする働きがあること，川の上流
と下流によって川原の石の大きさや形に違いがあること，雨の降り方によって，流れる水の速さや水の量
が変わり，増水により土地の様子が大きく変化する場合があることを理解することができる。

（自然事象についての知識・理解）

３ 単元について
(1）教材観

本単元は，小学校学習指導要領の内容「Ｂ生命・地球（３）流水の働き」に基づくものであり，第４学
年「Ｂ（３）天気の様子」の学習を踏まえ,｢地球」についての基本的な見方や既念を柱とした内容のうち
の「地球の内部｣,「地球の表面」にかかわるものである。ここでは，地面を流れる水や川の働きについて
興味・関心をもって追究する活動を通して，流水の働きと土地の変化の関係について条件を制御して調べ
る能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，流水の働きと土地の変化の関係についての見方
や考え方をもつことができるようにすることがねらいである。

（2）生徒観（省略）
（3）指導観

まず，前単元の第５学年「台風と天気とその変化」での学習内容と関連させ，台風による集中豪雨での
川の増水の映像を見せることにより，既習の内容や生活経験を想起させる。その後，増水前後の川のよう
すの画像を比べ，気付きや疑問について付せん紙に書き出し，整理する活動を通して視点を焦点化し，学
習問題を設定する。そして，大型の流水実験器の実験から，流れる水の働き（視点）が見られる部分を見
いだし，それらを検証するための実験をグループごとに計画する。その際，仮説を設定し，実験計画を立
てて見通しをもち，実験結果を基に仮説に照らし合わせて考察をする学習活動を工夫する。見通しをもつ
場面では，仮説に基づき実験計画を立案することができるように,「仮説シート」に透明な素材の「実験計
画シート」を重ねて活用する。そして,これらのシートを基に実験を行い，実験結果を「結果シート」に記
入する。この「結果シート」も透明な素材であるため，２枚のシートの上にさらに重ねて活用し，図や簡
単な言葉で結果を記入する。また，考察する場面では，実験結果を基に仮説に照らし合わせて，視点を明
確にしながら考察することができるようにするために,「仮説シート」と「結果シート」を並べたり，重ね
たりして活用する。このように，見通しをもって実験を行い，考察する学習活動の工夫を通して，問題を
科学的に解決する力を育成することを目指していきたい。

４ 単元の指導計画（10時間扱い）
（1）単元名 流れる水のはたらき
(2) 単元の学習内容と評価規準
 

次 時 学 習 内 容 
評価の観点 

評価の規準 
関 思 技 知 

１ 

１ 増水前後の川の様子の画像を見て，
違いについて話し合い，学習問題を設
定する。 

◎    川の様子に興味・関心をもち，自ら流れる水の働きにつ
いて，意欲的に調べようとしている。 

２ 
 

大型の流水実験器の実験を通して，
土地の変化の様子から，流れる水の働
きが見られる部分を見いだす。 

◎    大型の流水実験器で作った川のどの部分で，どのような
流れる水の働きが見られるのかを見いだそうとしている。 

３ 
 

仮説を立て，実験の計画を立てる。  ◎   流れる水の働きと土地の変化について，根拠のある仮説
をもち，視点に着目して実験を計画し，分かりやすく表現
している。 

４ 小型の流水実験器を用いた流水実験
を行う。 

  ◎  流れる水の速さや流れる水の働きの関係について調べ，
その過程や結果を記録している。 

５ 
本時 

前時の実験から，流れる水の働きに
ついて，結果を整理し，仮説と照らし
合わせて考察する。 

 ◎   流れる水の働きと土地の変化を関係付けて考察し，自分
の考えを表現している。 

２ 

１ 上流の石と下流の石では，どのよう
な違いがあるか，どうしてこのような
違いができたのかを考える。 

 ○   
 
 
◎ 

川の上流と下流とで，川原の石の大きさや形と流れる水
の働きとを関係づけて考察し，自分の考えを表現してい
る。 

川の上流と下流によって，川原の石の大きさや形に違い
があることを理解している。 

３ 

１ 川の水の量が増えるのはどのような
ときか，川の水の量が増えると流れる
水の働きで土地の様子はどうなるか，
考える。 

  ◎  
 
○ 

降水量と川の水の量の関係をグラフから読み取ったり，
資料などを活用して調べたりしている。 

雨の降り方によって，流れる水の速さや水の量が変わ
り，増水によって土地の様子が大きく変化する場合がある
ことを理解している。 

４ 

１ 洪水の川や土地様子や洪水に備える
工夫などを調べる。 

  ◎  増水で土地が変化することなどから自然の力の大きさ
を感じ，川や土地の様子を調べようとしている。 

２ 洪水の川や土地の様子や洪水に備え
る工夫について調べたことを，友達に
説明する。 

 ◎  ○ 堤防などで洪水を防ぐ工夫をしたり，洪水時の対策など
を立てたりしていることを理解している。 

３ まとめの問題を解く。    ◎ 学んだことを生かし，問題を解いている。 
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５ 本時の学習
(1) 目標

流れる水の働きと土地の変化を関係付けて考察し，自分の考えを表現することができる。
（科学的な思考・表現）

(2) 準備・教材
タブレット（前時間にグループごとに実験を撮影した映像),「仮説シート」，「実験計画シート」，「結果シ
ート」，実験記録シート，ワークシート（「熊手チャート」），「考察書き方ヒントカード」，書画カメラ，
プロジェクター，デジタル教科書，振り返りカード

学習活動及び内容 ○指導上の留意事項 ●評価（評価方法）
１ 前時の授業内容について確認する。 ○グループごとの計画に基づいた実験を，タブレット

で映像として記録したり，実験記録シートに記録し
たりしたころを確認することにより，本時の学習活
動をスムーズに始めることができるようにする。

２ 本時の問題を把握する。 ○「仮説シート」，「実験計画シート」を用いて，学習
問題に対する各グループの仮説に基づいて計画した

流れる水には，どのようなはたらきがあるの 実験の視点について再確認し，本時に行う結果の整
だろうか。前回のグループの実験から考えよう。 理と考察のポイントを押さえられるようにする。

３ 前時の実験結果を整理する。 ○「結果シート」を２枚のシート(｢仮説シート」，「実
・グループごとにタブレットで記録した，映像 験計画シート｣)に重ね，結果を図と簡単な言葉で記
と自分達のつぶやきの音声から，実験結果を 入することを説明する。
「結果シート｣に記入し，ワークシートに整理 ○実験の映像を繰り返し見直すだけでなく，実験にお
する。 ける自分達の対話の中での気付き等も書き出して，

結果を記入するように助言する。
○ワークシートの「熊手チャート」を活用し，実験の
各視点について，結果の整理を行うことを確認する。

○「仮説シート」と「実験計画シート｣, ｢結果シート」
を重ねたり， 並べたりして，結果と仮説の一致・不
一致を確認することの重要性を確認する。

４ 整理した実験結果を基に考察し，表現する。 ○各自が整理した結果を,｢仮説シート」と見比べたり,
｢仮説シート｣,「実験計画シート｣,「結果シート」を

〈予想される考察の例〉 重ねて比較したりして，考察の記述をするように助
・水の流れる速さについて実験したら，結果は 言する。
仮説と同じで，速くなると土をたくさんけず ○考察をする際「考察書き方ヒントカード｣ も活用し
って，下の方に土を運んだ。遅くなると土は て，結果と仮説の一致・不一致を明確にして記述す
あまりけずらなかった。これより，水の流れ るように助言する。
る速さが速くなると土はたくさんけずれると ○考察を書くことが難しい児童は，各シートやワーク
考えられる。 シートを見て「考察書き方ヒントカード」の定型文

・Ｓ字の曲がっているところについて実験した に当てはめながら記述するように声かけする。
ら，仮説と同じで，結果は，水が流れること
により，外側はたくさん土がけずられ，内側 ●流れる水のはたらきと土地の変化を関係付けて考察
は土がたまっていった。このことから，川の し，自分の考えを表現している｡
曲がっているところでは，外側はたくさん土 （行動・仮説シート，結果シート，ワークシート）
がけずられ，内側は，上の方でけずれた土が
運ばれ岸となっていくと考えられる。

５ クラス全体で，川を流れる水の働きについて ○各自記述した考察を，書画カメラを使って，発表す
確認する。 ることを伝える。

○発表の際，各シート(｢仮説シート｣,「実験計画シー
○流れが速いところ ト｣,「結果シート｣）やワークシート，タブレットの
土をたくさんけずって運ぶ 映像など，各自発表しやすいものを提示して発表す
○曲がって流れているところ るように助言する。
外側は流れが速く，岸がけずれ運ばれる ○考察の発表から，クラス全体で川の水のはたらきに
内側は流れがおそく，運ばれた土が積もる ついて，まとめていく。
○流れがゆるやかなところ
積もらせるはたらきが大きい

６ 本時のまとめをする。 ○科学的な言葉「侵食｣,「運搬｣,「堆積」を使ってま
とめる。

流れる水には，しん食，運ぱん，たい積の ○児童が自分達の言葉を使ったまとめについて，科学
はたらきがある。水の量が増えると，水の流 的な言葉「侵食｣,「運搬｣,「堆積」を使ってまとめ
れは速くなり，侵食したり，運ぱんしたりす る。
るはたらきが大きくなる。

７ 本時の学習を振り返り，次時の予告をする。 ○振り返りを通して，理科の学習における仮説や実験
計画の重要性をはじめ，自分達が身に付けることが

・理科の学習における問題設定から実験計画の できた事柄について確認する。
一連の学習の流れの重要性についても振り返
る。 ○次時には，本時の学習と関係付けて，実際の川の水

・川の上流の石と下流の石では，どのようなち の速さとはたらき，川の上流と下流の石の違いへと
がいがあるのか。 つなげていくことを伝える。



仮説シート 

川の図を記入し，自

分の仮説の考えを

図と簡単な言葉で

記入する。 

実験計画シート 

「仮説シート」に重

ね，仮説に対しての

実験計画を図と簡単

な言葉で記入する。 

結果シート 

「仮説シート」「実験

計画シート」に重ね，

結果を記入する。考察

の際，仮説と結果を比

較する。 
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H29研セ長研③
使用した教材に関する資料

「仮説シート｣,「実験計画シート｣,「結果シート」

ワークシートの「熊手チャート」

「考察書き方ヒントカード」


